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雇用の創出拡大

IT化

■ 地域経済の発展という視点からのブロードバンド整備

松山市では、平成１４年３月に「ｅ-まちづくり戦略（松山市産業ビジョン）」を策定し、新産業の創出や
既存産業の活性化を目指すことで雇用の創出拡大につなげていくこととした。そして、その中で企業経営の
ＩＴ化やそれを支えるためのＩＴ産業の基盤整備を最優先に行うこととした。

ｅｅ-まちづくり戦略

経営の
効率化

経営の
高度化

経営の
国際化

既存産業の活性化

バイオ
分野

IT分野

ナノテク
分野

ロボット
分野

環境分野 福祉分野

都市型最先端産業の創出

地域基盤支援産業として
まずIT産業の育成を位置
付け、そのための基盤整備
に取り組むこととした



2

■ ＩＴ産業を整備するための課題

ＩＴ産業を整備するためには次のようなテーマを同時進行的に整備する必要性を感じたが、ブロード
バンドという高速道路整備については、民間主導となると事業採算性ということが壁になった。つまり
民設民営では採算性の高いところから整備し始めることから、中核市レベルでは首都圏と比べると３～
５年整備が遅れ、これによる地域経済に与える影響は大きいと考えた。

先進的技術者育成

（運転手づくり）

光ファイバを活用した
ブロードバンド整備

（高速道路づくり）

先導的アプリケー
ションの開発・普及

（車づくり）

ＩＴ産業の基盤整備

事業者の整備優先地域
（政令指定都市）

事業者の整備最優先地域（首都圏）

松山市のような中核都市の整備は
首都圏から３～５年遅れるというこ
とが見えてきた。



3

■ 効果的な整備手法とは

●整備手法

行政が直接整備し、直接電
気通信事業者主体となる。

行政が直接整備し、電気通
信事業者に貸し出す。

電気通信事業者が整備し、
事業主体となる。

イニシャルコストもランニングコストも行
政が負担することとなる。

イニシャルコストのみ行政が負担するこ
ととなる。

イニシャルコストもランニングコストも電
気通信事業者が負担することとなる。

期間限定の補助制度
の創設

・幹線基幹部分については１／２

・加入者（事業者）系部分については１／４

・整備後の通信網には規制をかけない

・トータルコストの圧縮

・民間投資意欲の創出

・経済波及効果

通信網の整備方法についてはさまざまな手法が考えられたが、短時間で整備できて、なおかつ利用者
サービスが向上する方法を考えると民設民営が最善策と考えた。しかしながら、そのためには行政が契
機づくりを行う必要性を痛感するとともに、整備後についても、行政が民間と一体となった情報流通促
進策についてともに取り組む姿勢がなければ民間を動かすことが難しいということが見えてきた。
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ＩＳＰ

ＩＳＰ

ＡＰ

ＡＰ

インターネット

き線点

利用者
松山市

基地局

クロージャ

基幹系光ファイバ

［ 2005.3までにクロージャまでほぼ光ファイバ化完了 ］

2005 春より全社サービス開始

松山市の取り組み松山市の取り組み

加入者系光ファイバ

（ＦＴＴＯ）

［ 需要に応じて整備 ］

松山市の光ファイバ網整備補助概要松山市の光ファイバ網整備補助概要

ＩＳＰ：インターネット接続業者

ＡＰ：パソコン通信インターネットに接続するために設けた施設

松山市では平成１４年度から１６年度末までを補助対象期間とし、中継局からクロージャーま
でを幹線基幹部分とし整備費の１／２、また、クロージャーから事業所までを加入者系とし整
備費の１／４の補助を実施している。

これにより、平成１６年度末までにＦＴＴＨ時代到来に向けた基礎整備を終了するとともに、
サービスをスタートさせることが出来る。
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松山市

北条市

松山市のブロードバンド網の現状松山市のブロードバンド網の現状

中島町

ＮＴＴ西日本／光ファイバ

ＳＴ－Ｎｅｔ（四電系）／ 〃

愛媛ＣＡＴＶ／ 〃

ＣＡＴＶ網については
ＣＡＴＶとＮＴＴ西日本
との間で業務提携を結ぶ
ことができたため、ＮＴＴ
西日本のダークファイバー
を活用したバックボーン
整備が短時間で行われた。

合併予定の中島町については、
本島のみ民間事業者が整備した
ＡＤＳＬがある。他の島々に
ついてはＡＤＳＬは整備されて
いない。

興居島

合併予定の北条市については、
民間事業者が整備したＡＤＳＬ
がある。

松山市と中島町は民間事業者
の無線設備で結ばれているが
これ以上の負荷がかけられない
状況である。また、民間事業者
による新たなバックボーン整備
は望めない。

松山市と興居島は民間事業者
の海中ケーブルで結ばれている
が、これ以上の負荷がかけられ
ない状況である。また、今の
ところ民間事業者は新たな整備
を行う予定はない。

興居島島内については、民間
事業者が整備したＡＤＳＬが
ある。

松山市では平成1４年度から光
ファイバを活用したブロード
バンド整備支援を行っており、
平成16年度末までには興居島を
除く市内全域で、電気通信事業者
三社による光サービスがスタート
する。
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松山市

北条市

中島町

松山市のブロードバンド網の整備方針松山市のブロードバンド網の整備方針

松山市と中島町を結ぶブロード
バンド整備は、民間事業者によ
る新たなバックボーン整備が
期待できないため、市が地域
公共ネットワークとして整備し、
無線方式による１８Ｇの整備を
行い、民間にも貸し出すことを
検討している。

松山市と興居島を結ぶブロード
バンド整備についても、中島町
を整備する段階であわせて、
公設による無線１８Ｇの整備を
行い、民間にも貸し出すことを
検討している。

北条市内のブロードバンド
整備は、民間事業者の整備が
期待できるので、整備や支援は
行わない予定である。

中島町の本島以外の島々の
整備については、バックボーン
の回線を行政が貸し出すことで、
民間事業者による整備を期待
している。
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■ ブロードバンド網を活用した中島町の産業振興

中島町

ＩＴ活用在宅就労ビジネスモデル事業

スウェーデン福祉ビジネスモデル事業

松山市ではＩＴビジネスモデル地区構想の中で、公共性の高いア
プリケーションを活用したビジネスモデル実験を行おうとしてお
り、スウェーデン方式の在宅介護支援を遠隔で行ったり、平成14
年度から厚生労働省と行ってきた在宅就労実験のノウハウを活用
したサテライト・オフィスへの発展も考えられる。


